
平成 25 年度前期 東京工業大学工学部社会工学科 「地球環境モデル論」 講義計画 

 

【講義名】 地球環境モデル論（Global Environmental Modeling） 

【開講時期】5 学期（学部 3 年前期） 水曜日 9：00～10：30  

【単位数】 1－1－0 

【担当教員】増井利彦准教授 （西 9 号館 503 号室 内線 3615） 

【講義概要】気候変動問題を中心に、環境変化や経済活動を記述するモデルとモデルを用いたシナリオ

開発について説明するとともに、環境と経済の両立を目指したトピックの解説、モデルのプログラミン

グ及びシナリオ作成の演習を通じて、将来シナリオ作成の意義や有効性について習得する。 

【講義目的】不確実な将来に対して、どのようなビジョンを持ち、その実現に向けてどのような行動を

とればいいのかを議論するために、持続可能な社会を実現することを例に、将来シナリオを受講者自ら

が作成し、その評価方法について理解することを通じて、将来シナリオの有効性や課題を習得すること

を目的とする。 

【講義計画】期間中に海外出張による休講があるため、補講を行う予定。 

(1)  4/10 ガイダンス 

(2)  4/17 経済的手法の効果と影響 

(3)  4/24 経済モデルと環境：統合評価モデル 

(4)  5/1 地球環境研究における将来予測 IPCC を例に 

(5)  5/8 シナリオ作成の手順(1) シナリオの目的・構造の明確化／将来の枠組みの設定 

(6)  5/22 シナリオ作成の手順(2) シナリオライティングと定量化 

(7)  5/29 シナリオ作成の手順(3) 政策の検討と評価 

(8)  6/5 システムダイナミクスモデルとその演習 

(9)  6/12 動学的最適化モデルとその演習 

(10)  6/19 産業連関分析とその演習 

(11)  6/26 持続可能社会の実現に向けた活動と指標 

(12)  7/3 経済発展と環境 環境クズネッツ曲線は成立するか？ 

(13)  7/10 経済のグリーン化と環境産業 

(14)  7/17 【海外出張のため休講】 

(15)  7/24 シナリオ作成の手順(4) シナリオ報告会 

(16)  7/31 【補講】本講義のまとめ 

【成績評価】演習課題の報告とレポートを中心に評価する。 

【テキスト等】講義の内容が多岐にわたるため、毎回の講義で教科書及び参考書等を紹介する。 

 シナリオ作成の手順については、UNEP（国連環境計画）のトレーニングマニュアルを使用する。 

 http://www.unep.org/geo/GEO_assessment.asp 

 特に、モジュール 6 を参照； http://www.unep.org/geo/pdfs/geo_resource/module-6.pdf 

【履修の条件等】なし。 

【担当教官から一言】環境変化と社会経済活動を記述するモデルやシナリオの講義を聴くだけでなく、

実際に作業することで、将来を体験してもらいたい。 

【オフィスアワー】水曜日 11:00～15:00 

【授業のホームページへのリンク】 

 http://www.soc.titech.ac.jp/~morita/ 

 http://www-iam.nies.go.jp/aim/ 


